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酵素はl¥1DR (Medium-chain dehydrogenases/reductases) スー ノfー ファミリーに属することが判明した。本酵
素は特徴的な UV-visスベクトルを示さず、また、金属分析の結果、金属は含んでいないことが判明した。

















DHC (dihydrocurcumIn) や THC( tetrahydrocurcumin) を生産し得る方法が初めて確立された。これら一連
の知見は、生命科学研究にインパクトを与えるのみならず、酵素反応によって有用物質を生産する上で重要
な成果である。
以上のように、本研究の成果は、分子生物学領域のみならず応用微生物学領域においても大きく貢献する
ものと判定される。
また、平成 23年 3月5白、審査専門委員全員の出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、論文につ
いて著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、委員全員によって合格と判定され
。?
よって、著者は博士(生物工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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